
認知症地域支えあい制度のイメージ（案）

活動に参加

～地域と繋がる～

・かかりつけ医

・疾患医療センター

（市内７箇所）

ふれあいのまちづくり協議会

（市内193地域）

・ふれあい喫茶（高齢者の仲間づ

くり、社会参加）

・認知症予防・介護予防教室

・世代間交流、伝統文化行事

・身近な相談

・地域住民への啓発活動

など、様々な活動を既に実施

医
療 鑑別診断、診断後の

日常生活支援など

・診断助成制度

・事故救済制度

神
戸
モ
デ
ル

地域支えあい活動を推進

地域の活動に認知症の人が

参加できる（地域と繋がる）

よう支援

地域の範囲＝概ね小学校区

医療・介護の

専門職を派遣

あんしんすこやかセンター

（市内76箇所）

認
知
症
の
人
・
家
族

日常の見守り
日常生活上の相談

認知症初期集中支援チームが支援

ＫＯＢＥみまもりヘルパー（令和３年３月開始）

地域活動への参加が認知症予防
（認知症になるのを遅らせる、
認知症になっても進行を緩やか
にする）に資する可能性あり
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